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２０２２年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題１ 以下の【事実】を読んで、下記の小問に解答しなさい。解答に当たって

は、試験実施日に施行されている法令に基づき、特に指示のない限り、判

例に照らして解答しなさい。なお、各小問は特に指示のない限り、独立の

問題である。 

 

【事 実】 

 事務機械販売業者Ａの従業員Ｂは、運転中の不注意により、Ａの営業車で３歳

の幼児のＣをひいてしまい、死亡させた（以下「本件事故」という）。 

 Ａの社内規則では、厳格に営業車の私用を禁じており、営業車のキーも厳重に

管理されていた。本件では、たまたま営業先から直接帰宅したＢが夕方までに会

社に営業車を返せば会社にはわからないだろうと思って、友人とドライブ中に

事故が起きていた。 

 一方、Ｃには、通っている保育園の保育士Ｄと手をつないで、数名の児童とと

もに散歩をしていたところ、他の児童が騒ぐことにＤが気を取られたすきに、Ｄ

の手を放して車道に飛び出したという事情があった。 

 Ｃの逸失利益および慰謝料は、６０００万円であり、本件事故の発生につきＣ

の寄与の割合を認定するとすれば３割、Ｄの寄与の割合を認定するとすれば 1割

であった。 

 なお、以下の小問に解答する際には自動車損害賠償保障法上の責任や民法 

７１１条に基づく責任については考慮しなくてよい。 

 

【設 問】 

小問１ Ｃの両親Ｃ’らは、Ａに対して６０００万円の損害賠償を請求しようと

している。Ｃ’らは、どのような法律構成に基づくことが考えられるか、

要件を示して請求を立てなさい。 

 

小問２ 小問１の請求に対して、Ａは、自身の損害賠償責任を否定しようとして

いる。Ａがどのような反論をすることが考えられるか、解答しなさい。 

 

小問３ 小問１の請求に対して、Ａは、仮に自身の損害賠償責任が認められると

しても損害賠償額の減額を主張しようとしている。Ａがどのような反論

をすることが考えられるか、解答しなさい。 
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小問４ 小問１のＣ’らの請求の当否について、小問２、小問３のＡの反論を踏

まえて、解答しなさい。Ａの損害賠償責任が認められるとした場合、いくらの損

害賠償額が認められるかについても解答しなさい。 

 

 

 

問題２ 以下の【事実】を読んで、下記の小問に解答しなさい。解答に当たって

は、試験実施日に施行されている法令に基づき、特に指示のない限り、判

例に照らして解答しなさい。 

 

【事 実】 

 ２０００年４月１日、Ａから１０００万円の融資（以下「Ⅰ債権」という）を

受けたＢは、自身が所有する甲土地上にⅠ債権を担保するためⅠ抵当権を設定

し、登記を経由した。当時、甲土地上には、Ｂの息子であるＣが所有する乙建物

が建っていたが、特に利用権は設定されていなかった。 

 ２００３年３月１日、Ｂが死亡し、Ｃは、甲土地の所有権を単独で相続すると

ともに、Ⅰ債権の債務者としての地位も単独で相続した。同年４月１日、Ｃは、

Ｄから３０００万円の融資（以下「Ⅱ債権」という）を受け、甲土地上にⅡ債権

を担保するためⅡ抵当権を設定し、登記を経由した。 

 ２００５年３月３１日、Ｃは、Ⅰ債権にかかる債務を返済し、Ⅰ抵当権は抹消

された。 

 ２０１３年４月１日、Ｄは、Ⅱ債権の弁済期が到来したものの、Ｃが返済でき

なかったため、Ⅱ抵当権を実行し、Ｅが買受人となった。 

 

【設 問】 

小問１ Ｅは、Ｃに対して乙建物を取り壊し、甲土地を明け渡すよう請求してい

るが、Ｃはこれを拒絶している。Ｃの反論について要件を示して解答しな

さい。 

 

小問２ 小問１のＣの反論に対するＥの再反論を踏まえ、Ｅの請求が認められ

るか、解答しなさい。 

 

 

 

 

 


